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はしかウイルスの歴史は新しかった わずか２５００年前に出現と 
 
今回の新型コロナウイルスの感染
急拡⼤は、⽇本でも、世界でも⾒ら
れるようにその感染拡⼤の中⼼地
は⼈⼝密度の⼤きな都市に偏って
いる。これは⼈と⼈との接触密度に
よるものと考えられ、⽇本において
も外出⾃粛、屋外の⼈⼝密集の８割
減が呼びかけられ、その対策が功を
奏した。 
 
はしかウイルスの発⽣は 2500 万年
前、このころにちょうど⼈⼝爆発が
始まり、⼈と⼈が接触する機会が多
くなったのではないだろうか。はし
かウイルス⾃体はそのずっと前か
ら存在していた可能性もあるが、 
まだ⼈⼝密度が低く感染伝播にはつながらなかったのではないだろうか。 
 
話はシベリアの永久凍⼟に⾶ぶが、この凍⼟の中には多くの種類のウイルスが閉じ込めら
れているといわれている。このウイルスが解放されたとき、彼らが活動していた時とは環境
が⼤きく変わり、感染伝播できるに⼗分な密度の宿主となる⼈間ががそこにいる。そして、
新たなるパンデミックが起こる。そんな可能性を否定できる根拠は何もない。 
 
 
3 万年前の巨⼤ウイルスが⼈類を襲う？ 
シベリアの永久凍⼟に封印されていたウイルスが地球温暖化や開発によって息を吹き返す
恐れも  デービッド・トリフノフ   News Week 2014 年 3 ⽉ 6 ⽇ 
 
 シベリアの永久凍⼟層の奥深くで３万年以上眠っていたウイルスの蘇⽣に成功した──
３⽉３⽇、フランスの研究チームが⽶国科学アカデミー紀要（ＰＮＡＳ）にそんな発⾒を発
表した。 


